
味真野小学校 校庭の桜の歴史

越前市味真野小学校

「若宮清水」
（=「御清水」・清水頭町）

○種類 エドヒガン

○樹齢 １４０年以上

○歴史
・明治３８年（１９０５年）

日露戦争で中国の旅順を占領した記念として、清雅小学校（豪攝寺〈真宗出
せ い が ごうしよう じ

雲路派本山〉の南側）の校庭に「若宮清水」（＝「御清水」・清水頭町）の崖か
ら移植される。この時、すでに直径は３０ｃｍ以上であったとのこと。

・明治４２年（１９０９年）
味真野小学校が開校する。（味真野地区の清雅・合志・月進・致道の４小学校

せ い が ご う し げつしん ち ど う

を統合し、清雅小学校校舎を本校にする。）この統合の新築記念として植樹され
たとの言い伝えもある。

・昭和 ４年（１９２９年）
味真野小学校校舎が豪攝寺の南側から現在地へ移転・増築されたのに伴い、現

在地に再度、移植（南校舎の横・校庭側）される。

・昭和５３年（１９７８年）
北校舎改装、新校舎竣工に伴い、１１月に南校舎等を取り壊したため、校庭が
広くなり、桜は校庭の中央に位置するようになる。（桜を移動させてはどうかと
いう声もあったが、当時の第２５代校長 飯塚又右エ門氏が、そのままの位置で
残すことを決めた。）
１１月１日に市指定文化財に指定される。

大正１１年（1922年）の写真 昭和５０年（1975年）の航空写真

こちらを向いて撮影している人達の 桜の位置は南校舎のすぐ横
後ろに写っている桜（写真中央）が明 （校庭の「味小」の文字と校舎の間）
治３８年（1905年）に移植された桜で
はないのだろうか。




